
私たちが納めた税金などが、
暮らしやまちづくりのなかでどのように

生かされたかをまとめました。
問総務課 行財政係 58-3700決決算算

令和７年度

一般会計歳入

一般会計歳出（性質別）

　普通建設事業費については、中心核「交流・文教
ゾーン」の整備、竜王小学校建設、学童保育所建
設などにより５億9062万円増加しました。積立
金については、ふるさと納税寄附金の増加により
未来につなぐふるさと交竜基金積立金が増加した
ことなどから７億8116万円増加しました。

　町税は、全ての税目において増加しました。ふ
るさと納税は、約22億3000万円もの寄附をいた
だきました。地方交付税については、普通交付税
が前年度の法人町民税法人税割の減収などにより
約４億4000万円増加しました。

135135億億61756175万円万円
（対前年度増減額＋23億4444万円）

129129億億668668万円万円
（対前年度増減額＋21億8640万円）

財産収入、寄附金、
繰越金、諸収入
29億1457万円　21.5%

繰入金
21億2797万円　15.7%

町債町債
17億460万円

12.6%

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
6229万円　0.4%

地方交付税、譲与税、地方交付税、譲与税、
交付金、国・県支出金交付金、国・県支出金

33億5284万円
24.7%

用語解説
⃝地方交付税、譲与税、交付金、国・県支出金…行政サービスを実施する上で不足する分を国や県が補うお金
⃝町債…建設事業を行う際などの政府系資金や銀行などからの借入金

用語解説
⃝扶助費…医療費や児童手当などの給付金
⃝�投資及び出資金、貸付金…地域発展に必要な法人などに出資したり、

制度に基づいて町内の中小企業に貸したりするお金

災害復旧事業費
29万円　0.0%

人件費
17億1277万円

13.3% 積立金
23億1030万円

17.9%

物件費
26億1403万円

20.3%

補助費等
14億7676万円

11.4%

扶助費
11億9211万円

9.2%

繰出金
４億9099万円　3.8%

普通建設事業費
26億9011万円

20.8%

公債費
３億9537万円　3.1%

維持補修費
2346万円　0.2% 投資及び出資金、貸付金

48万円　0.0%

自主財源　85億430万円
（対前年度増減額＋18億3114万円）

依存財源　50億5744万円
（対前年度増減額＋５億1330万円）

町税の内訳
⃝個人町民税� ６億1853万円
⃝法人町民税� ３億8995万円
⃝固定資産税� 22億991万円
⃝軽自動車税� 5868万円
⃝町たばこ税� １億2240万円

町税　33億9947万円　25.1%

⃝⃝● ● 令和７年度に実施した主な事業と決算額 令和７年度に実施した主な事業と決算額 ●●⃝⃝

「安心して暮らせるまちづくり」の推進

2025国民スポーツ大会の開催
� ３億5047万円
第79回国民スポーツ大会スポーツクライミ
ング競技会（リード・ボルダー）のリハーサ
ル大会を６月に、本大会を10月に開催し、
多くの方々のご協力により成功裏に終える
ことができました。

「活力あふれるまちづくり」の推進
ふるさと納税対策の強化
� 12億4950万円
まちのPRなどを目的として、返礼品の開
発や魅力発信について中間事業者へ委託
し、新たな返礼品開発などにより寄附金
の増加につな
がりました（前
年度比＋７億
2546万円）。

農業振興ビジョンに基づく、�
持続可能な竜王農業の推進
� 1709万円
竜王町農業振
興ビジョン（実
施計画）に基づ
き、引き続き
農業の持続的
な発展および
魅力ある農業
を推進するた
めの支援を行いました。また、地域計画の
ブラッシュアップに向けて、全体研修会を
開催しました。さらに、地域おこし協力隊
によるバイオ炭を活用した農作物のブラン
ディングに取り組みました。

「竜王町コンパクトシティ化構想」の推進
 「交流・文教ゾーン」整備の推進
� ３億9309万円
交流・文教ゾーンの造成および道路工
事を行うとともに、公園の実施設計を
行いました。

竜王小学校移転新築整備などの推進
� 19億7671万円
令和８年９月の竣工に向けて新竜王小学校
の建設工事を進めるとともに、竜王小学校
区学童保育所を新設しました。

「みんなで進めるまちづくり」の推進
町制施行70周年記念事業と�
機運の醸成
� 291万円
令和７年５月25日に町制施行70周年
記念式典を開催し、約280人の方々に
来場いただきました。また、新たな表
彰制度として、令和７年10月に竜王
町名誉町民制度
および竜王町町
民栄誉賞を創設
し、男子ハンマー
投げ選手の森本
真敏さんに竜王
町町民栄誉賞第
１号を贈呈しま
した。

竜王町DX推進計画に基づく
取り組みの推進� �

２億562万円
住民の利便性向上（行政手続のオンラ
イン化）に向けて、竜王町ＤＸ推進計画
を改訂しました。また、庁内業務シス
テムにおいては、標準準拠システムや
ガバメントクラウドへの移行を順次進
めるとともに、庁内ネットワークの運
用管理や端末の整備などを行いました。

「新時代への
チャレンジ」の推進
バイオマス産業都市構想に基づく�
バイオマス資源の
地域内循環の実現� 519万円
竜王町バイオマス産業都市構想に基づくバイオガ
ス化プロジェクトにおいては（仮称）先進農業セン
ター整備に向けた検討などを行うとともに、熱利
用プロジェクトにお
いてはエネルギー作
物の栽培実証やバイ
オマスボイラーで発
生した熱を利用して
温水を作り、これを
循環するための給湯
設備等工事を行いま
した。

地域共生社会の実現に向けた�
総合相談支援体制の推進� 9705万円
孤立、貧困、疾患などの各世帯
が抱える複合的な困りごとに
対し、関係機関、地域住民が連
携して受け止め、伴走・解決で
きるよう包括的な総合相談や
地域づくりを推進しました。

こども家庭支援施策の充実と連携強化� 5365万円
こどもの意見聴取の場として「こどもまんな
か会議」を年５回実施し、こども議会におい
て、まちづくりのための提案発表を行いまし
た。また、安心して子育てができる環境整備
のため、病児保育室を開所しました。さらに、
妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てが
できるよう伴走型相談支援などを行いました。
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問総務課 58-3700

10月１日から、役場の開庁時間を短縮しました。今回の変更は、窓口の利用状況やデジタル化の推進、�
他自治体の取り組みなどを踏まえ、より便利で利用しやすい行政サービスの提供と、効率的な窓口業務の�
実現をめざすものです。町民の皆さまにはご不便をおかけする場合もありますが、これからも町民サービス�
の向上に努めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

変更前　午前８時30分から午後５時15分まで

10月１日から 役場庁舎などの

開庁時間・電話受付時間
が変わりました

⃝役場総合庁舎（本館および西館）
⃝竜王町防災センター
⃝竜王町ふれあい相談発達支援センター
※竜王こども園、図書館、公民館は対象外です。

対象施設

午後４時45分から翌朝午前９時00分までは自動音声案内になります。
開庁時間外で緊急の場合は、代表電話（58-3700）へおかけください。電話受付

住民票の写しや所得証明書などの各種証明書は、マイナンバーカード
を利用して、全国のコンビニエンスストア（ファミリーマート・ローソ
ン・セブン-イレブン）に設置されているマルチコピー機で取得できます。

各種
手続き

午前９時00分から

午後４時45分まで

令和７年度会計別の決算状況

特
別
会
計

会計名 歳 入 歳 出 差 引
国民健康保険事業（事業勘定） 10億7426万円 10億5921万円 1505万円
国民健康保険事業（施設勘定・医科） 821万円 821万円 ０円
国民健康保険事業（施設勘定・歯科） 5764万円 5747万円 17万円
学校給食事業 6785万円 6735万円 50万円
介護保険 ９億7660万円 ９億3660万円 4000万円
後期高齢者医療 １億8322万円 １億8253万円 69万円
土地取得 １万円 １万円 ０円

合　計 23億6779万円 23億1138万円

企
業
会
計

会計名 収 入  支出 差 引
水道事業〔収益的収支〕 ３億5592万円 ３億4258万円 1334万円
水道事業〔資本的収支〕 501万円 9980万円 ※1 －9479万円
下水道事業〔収益的収支〕 ５億1357万円 ４億7314万円 4043万円
下水道事業〔資本的収支〕 ２億4717万円 ４億1385万円 ※2 －１億6668万円

※１ 不足分は当年度分消費税資本的収支調整額
479万円と、当年度分損益勘定留保資金6274
万円および当年度利益剰余金2726万円で補填
※２ 不足分は当年度分消費税資本的収支調整額
940万円と、当年度分損益勘定留保資金１億
4801万円および当年度利益剰余金927万円で
補填

　中心核整備に伴う工事費やふるさと納税返礼品などの
支出の増加により財政調整基金の残高は、前年度から6.1
億円減少したものの、ふるさと納税寄附金などの増加に
より将来の施設整備や今後の財政需要の増加に備えた特
定目的基金の残高は、前年度から7.8億円増加しました。

　町債残高は前年度から13.5億円増加しました。これに
ついては、財源不足に対処するための臨時財政対策債※の
発行額が償還額を下回ったものの、中心核整備などに伴
う普通建設事業費の増加により実質的な町債の発行額が
償還額を上回ったことによるものです。
※�もとは地方交付税の一部で、国の財源不足額を国と地方が折半し、

地方分について各団体で起債を発行して補填することとされてい
ました。その償還に要する費用は後年度の地方交付税で措置され
ることから「交付税の後払い」ともいわれる制度です。

一般会計における基金残高の推移
■ 特定目的基金　■ 減債基金　■ 財政調整基金

25.6億円
19.2億円

33.4億円

37.1億円36.2億円
38.9億円

2.4億円

3.2億円

2.5億円
13.8億円

3億円
9.1億円

一般会計における町債残高の推移
     ■ 臨時財政対策債　■ 実質的な町債

35.1億円

55.1億円
70.4億円

16.5億円

14.6億円

12.8億円

51.651.6億円億円

69.769.7億円億円

83.283.2億円億円

基 金 町 債

　町の財政状況が良好であるかどうかを示すものの一つに健全化判断比率があります。以下の４つの比率をまとめ
て健全化判断比率と呼び、竜王町の比率は、いずれも基準以下になっており、財政状況は良好といえます。

竜王町
早期健全化

基準※1
財政再生
基準※2令和

６年度
令和

７年度
❶実質赤字比率 ― ―   15% 20%
❷連結実質赤字比率 ― ―   20% 30%
❸実質公債費比率   3.7%   3.7%   25% 35%
❹将来負担比率 29.1% 42.1% 350% ―

※１ 自主的な改善努力による財政健全化が必要な状態※１ 自主的な改善努力による財政健全化が必要な状態
※２ 国などの関与による確実な再生が必要な状態※２ 国などの関与による確実な再生が必要な状態

財政指標

用語解説
⃝�実質赤字比率・連結実質赤字比率…一般会計や特別会計などが

赤字かどうかを示すもの。黒字のため①②の比率は算定されま
せんでした。
⃝�実質公債費比率…年間収入（一般財源）に借金の返済額が占める

割合を示すもの。
⃝�将来負担比率…今後返済が必要な借金などの総額が、通常見込ま

れる収入に占める割合を示すもの。令和７年度は、中心核整備事
業などに係る地方債発行により町債残高が増加したことから、
13ポイント上昇しました。

決決算算
令和７年度

コンビニ交付
サービスについて
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